
１．１．１．１．１．はじめにはじめにはじめにはじめにはじめに

中国の広西チワン族自治区・三江トン族自治県（以

下：広西・三江と略称）と貴州省東南部、湖南省には、

トン族と呼ばれる木材加工に秀でた民族が住んでいる。

各村の中心には、「鼓楼」と呼ばれる多層屋根の建物が

建造されている。この建築様式で造られた屋根付橋を
ふううきょう

「風雨橋」といい、各村の入り口に存在する。風雨橋の

「風雨」は風調雨順（気候が順調であるという意味）か

らきている。

トン族独特の屋根付橋である風雨橋は大小合わせて

約600橋ある。そのなかで貴州省には約400橋あり、次

いで広西・三江には約160橋、湖南省では約50橋ある

が、このなかでも最も有名な風雨橋は広西・三江に存在

する。１）

　ここでは今まで十分に内容が明らかにされていな

かった三江の風雨橋の実態について、2005年８月下旬、

日本橋梁専門家訪中団（団長：伊東孝）が３日間という

わずかな期間だが現地を訪問し、新たな知見を得られ

たので報告する。

２．２．２．２．２．風雨橋の概要風雨橋の概要風雨橋の概要風雨橋の概要風雨橋の概要

（（（（（１１１１１）））））歴史歴史歴史歴史歴史：「風雨橋の建造の歴史は古いが、楼閣式の風

雨橋は19世紀の末頃から20世紀の初めにかけて建設」

されはじめた。これ以前は、「すべて単層の瓦葺き、ま

たは原木の大きい杉木を配列した簡易橋であった」２）。

三江自治県には118のトン族の部落があり、それと同じ

数だけの風雨橋があり（現地でのヒアリング）、最古の
はだんそん

風雨橋は1910年建造の巴団村風雨橋である２）。この橋

は橋面に段差をつけ、下側が家畜用、上側が歩行者用

と、人畜分離の風雨橋である。橋長50ｍ、２連。

（（（（（２２２２２）））））架設場所と橋の機能架設場所と橋の機能架設場所と橋の機能架設場所と橋の機能架設場所と橋の機能：トン族は元来山岳民族で、

川の傍まで降りてきて集落を建設した。橋の架設場所

は、上流と下流側とが考えられるが、都市から帰ってき

たとき最初にたどり着く村の施設として、下流側や田

んぼの辺りに架けられている。風雨橋は、村の入口で

あるとともに、村を守り、ふだんは憩いの場、集いの場、

涼みの場である。（ヒアリング）

（（（（（３３３３３）））））構造と材料構造と材料構造と材料構造と材料構造と材料：橋は、下から下部（橋台、橋脚）、桁

部、橋面部、屋根部とに分かれる（図－１）。日本の猿

橋と同じ肘木橋で、異なる点として猿橋の構造は、加工

された肘木の斜めの一端を橋台に直接埋め込み、肘木

にかかる荷重を橋台で受けるようにしている。だが風雨

橋では、橋台・橋脚の上にある肘木を釘などで固定せ

ず、丸木を交互に十字形に積み上げ、並列で水平に架

け、このように楼閣が重石として架設している。

風雨橋のスパン長は、20～25ｍ前後が多いが、最長
しふくきょう

33ｍ（賜福橋）のものもあった。猿橋の橋長（スパン

長）31ｍから考えると、35ｍ前後が木造片持ち梁の最

長スパンなのかも知れない。

上部構造の材料は、杉である。橋脚の水切りは、平

面的にみると細長い六角形で、先端部は68°に仕上げ

られている（図－２）。橋脚・橋台の外回りは切石造り

で、内部には砕石が詰められている（図－２）。さらに、

橋を保護する神への祈りと同時に村の人々の健康を願

う意味で、橋脚・橋台の中に金や銀の服飾品を入れて

いる３）。

基礎は、橋台と橋脚の基礎とではちがっている。橋脚
ていようえいさいきょう

の基礎は、手掘りで７ｍ（程陽永済橋）掘って橋脚を据

えたが、両端の橋台は地盤の上に直接橋台を築いた（ヒ

アリング）。

（（（（（４４４４４）））））設計設計設計設計設計：棟梁は石工を兼ね、橋台や基礎の構築・指

示をだす。また上部構造の図面はなく、あるのは模型の

みである。棟梁は、寸法の書かれた部材を意味する竹

指しをつくり、それを各大工にわたす。各大工は、寸法

にしたがって部材をつくる。橋の建設に際して、村人

は部材を背中に担いで運び、組み立てには、釘を一本

も使用しない。橋を架設するとき、支保工を用いたと

考えられる。
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３．３．３．３．３．風雨橋のディテール風雨橋のディテール風雨橋のディテール風雨橋のディテール風雨橋のディテール
ばあんそん ていようえいさいきょう

　以下では、馬安村にある程陽永済橋を事例に、風雨

橋のディテールを紹介する。

（（（（（１１１１１）））））馬安村の概要馬安村の概要馬安村の概要馬安村の概要馬安村の概要（図－３）

　馬安村は林渓河が大きく湾曲する丘陵部に位置し、

ここには西側に程陽永済橋、東側に平岩橋の風雨橋が

かかる。村の中心部分に鼓楼がある。鼓楼は、太鼓の

ある高い塔で、異変があったり、人を呼び寄せたいとき

に太鼓を叩いて村人に知らせた。さらに平岩橋の上流

に歩いていくと、支流に二つの風雨橋をみることがで

きる。この辺りは、風雨橋が連続して架かっている。（と

いうことは、部落が近接していることになる。）

（（（（（２２２２２）））））程陽永済橋程陽永済橋程陽永済橋程陽永済橋程陽永済橋（写真－１）の概要の概要の概要の概要の概要

1912年起工、12年後の1924年に竣工。橋長77.76ｍ、

幅員3.75ｍ、４スパン。1937年および1983年に洪水に

あい、橋の一部が破壊したが、元通りに修復されてい

る。1982年2月23日、全国重点文物保護単位に指定さ

れた。

　程陽永済橋の位置する馬安村は、主要都市の三江か

ら近いため、三江・風雨橋の代名詞になり、観光施設に

なっている。橋上には物売りの人たちが多い（写真－

２）。

（（（（（３３３３３）））））各部のディテール各部のディテール各部のディテール各部のディテール各部のディテール

以下、中央橋脚の鼓楼造りの天井見上げと片持ち梁

部の部材構成を、それぞれ写真－３と写真－４に示し

た。

４．４．４．４．４．おわりにおわりにおわりにおわりにおわりに

　広西・三江の風雨橋はトン族の各村の入り口にあり、

鼓楼とともに村のシンボルになっている。橋は川を渡

るためだけでなく、村の安全を守り、憩いの場、集いの

場、涼みの場にもなっている。また風雨橋のなかには、

巴団村風雨橋のように人畜分離のものもある。

　生活橋としての風雨橋の佇まいをみるには、程陽永

済橋より奥地にいかないとダメである。
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図－１　「風雨橋」の構造３）

図－２　「風雨橋」の水切り断面と橋脚断面３）
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